
混
迷
す
る
世
界
と
日
本

米
中
の
貿
易
摩
擦
、
北

朝
鮮
の
核
問
題
、
日
韓
関
係
の
悪
化

な
ど
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
中
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
が
「
２

０
２
０
年
の
世
界
経
済
が
予
測
よ
り

後
退
す
る
」
と
判
断
し
ま
し
た
。

▼
防
衛
省
が
２
０
２
０
年
度
軍
事
費

の
概
算
要
求
を
発
表
し
総
額
５
兆
３

２
２
３
億
円
で
過
去
最
大
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
戦
略
は
宇

宙
に
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
ソ
と
の
宇
宙
空
間
争
い

で
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
軍
事
戦
略
に
追

随
し
て
き
た
結
果
で
す
。
▼
７
月
度

の
全
国
倒
産
企
業
は
、
今
年
最
多
の

８
０
２
件
で
２
年
２
カ
月
ぶ
り
に
８

０
０
件
を
越
え
ま
し
た
。
安
倍
政
権

に
よ
っ
て
、
国
民
、
労
働
者
は
ま
す

ま
す
疲
弊
し
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
消
費
税
が

１
０
％
に
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
国
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
中
小
・
零
細
企
業
や
小
売
業
な
ど

は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

湿
布
薬
や
花
粉
症
の
薬
な
ど
を
保
険

適
用
か
ら
除
外
す
る
事
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
活
す
る
う
え
で
必
要

な
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
庶
民
イ
ジ
メ
が

横
行
し
て
き
ま
し
た
。
▼
職
場
に
目

を
向
け
る
と
低
賃
金
、
リ
ス
ト
ラ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
厳
し
い
環
境
下
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
者
は
黙
っ

て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚

労
省
若
手
職
員
が
職
場
で
の
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
問
題
を
告
発
、
ま
た
電
機

企
業
で
働
く
労
働
者
も
管
理
職
も
含

め
企
業
を
告
発
し
て
い
ま
す
。
声
を

あ
げ
る
こ
と
は
、
非
常
に
勇
気
が
要

る
事
と
思
い
ま
す
が
、
負
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
に
は
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

２ ０ １ ９ 年 ９ 月 第 ３ ７ ４ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

花言葉：君を忘れない
ホームページ 沖電気の職場を明るくする会

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

シ
オ
ン

検索→

アンケートにご協力ください

賃金制度「改定」とハラスメントについて

皆さんの声をアンケートにお寄せください。

ご協力をお願いします。

アンケートＱＲコード →
これを読み込めば、スマホか

らも回答できます。

アンケートへのご回答、ありがとうございます。

お寄せいただいたご意見の一部をご紹介します。

引き続きご協力をお願いします。

★賃金改定で5000円以上アップした。

グレードが上がらない場合、昇給なし

が解消され良いと思う。但し、成果が

ない人（案件がない）の評価が難しい

と思う。 （正社員）

★安い給料でこき使って、ちょっとミ

スしたら嫌味ネチネチ。

都合よく使えるからってバカにするな。

沖電気はパワハラやり放題だ。（派遣社員）

★今回の賃金改定で変わらなかった。評

価には不満。担当者が、自分の気に入ら

ない人に対して、事実と違う事を回りに

吹聴する。上司も見て見ぬふり。

担当者は、気に入らない人は無視する。

(関連会社正社員）

★契約社員の賃上げは時給2円、4円、5

円、10円、15円、20円など様々。

同じ仕事をしているのに差があるのは

納得できない。 （契約社員）

★今度の賃金改定を受け、5,000円以上

ダウンした。納得いかない。職場で

ハラスメントを受けたことがある。

（正社員）

※なお、個人が特定されるのを防ぐため、配慮をし

ました、ご了承ください。

賃金制度「改定」ハラスメントアンケートに寄せられた声

東京メトロの子会社「メトロコマー

ス」の契約社員として駅の売店で販売

員をしていた女性4人が、正社員との

間に不合理な待遇格差があるとして損

害賠償を求めた訴訟の控訴審判決で東

京高裁の川神裕裁判長は「長期間勤務

した契約社員に退職金の支給を全く認

めないのは不合理」とし、4人のうち2

人に退職金45万～49万円を支払うよう

命じた。

支払いを認めた判決は初めて。

川神裁判長は、原告の2人が10年前

後にわたって勤務していたことから

「退職金のうち、長年の勤務に対する

功労報償の性格をもつ部分すら支給し

ないのは不合理だ」と述べた。金額は

正社員と同じ基準で算定した額の「少

なくとも4分の1」とした。

（2019/2月 東京高裁判決）

契約社員にも退職金認める ・・・駅売店員の格差是正訴訟・・・

待
遇
格
差
是
正
の
通
達

２
０
２
０
年
４
月
か
ら

正
社
員
と
非
正
規
社
員
の

間
の
「
不
合
理
な
待
遇
の

相
違
の
禁
止
」
を
定
め
た

「
改
正
労
働
者
派
遣
法
」

が
施
行
さ
れ
る
。
そ
れ
に

伴
い
派
遣
労
働
者
に
も
退

職
金
を
支
払
う
事
と
す
る

通
達
が
、
厚
生
労
働
省
か

ら
出
さ
れ
た
。
（
２
０
１

９
年
７
月
８
日
・
職
発
０

７
０
８
第
２
号
）

勤
続
５
年
で
１
・
９
カ

月
（
退
職
金
の
水
準
例
）

退
職
金
の
水
準
は
派
遣

先
企
業
に
よ
っ
て
違
う
が
、

今
回
通
達
で
示
さ
れ
た
の

は
「
労
使
協
定
方
式
」
に

よ
る
全
国
一
律
の
基
準
。

支
払
い
方
法
も

①
勤
続
年
数
に
よ
っ
て
決

ま
る
一
般
的
な
退
職
金
制

度
の
適
用

②
時
給
に
６
％
上
乗
せ
す

る
前
払
い
方
式

③
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
な
ど
へ
の
加
入
と
な
っ

て
い
る
。

例
え
ば
①
を
選
択
し
た

場
合
、
勤
続
３
年
な
ら
月

給
の
１
・
３
カ
月
支
給

（
会
社
都
合
を
下
回
ら
な

い
）
勤
続
５
年
は
１
・
９

カ
月
、
１
０
年
で
４
・
１

カ
月
、
２
０
年
で
８
・
９

カ
月
と
細
か
く
例
示
。

制
度
が
な
く
と
も
支
給

「
う
ち
は
退
職
金
制
度

が
な
い
の
で
払
え
な
い
」

と
い
う
事
は
許
さ
れ
な
く

な
る
。
派
遣
事
業
者
も
一

般
労
働
者
の
退
職
金
水
準

以
上
を
払
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
事
に
な
る
。

＊
労
使
協
定
方
式

派
遣
会
社
の
労
働
者
の

過
半
数
で
組
織
す
る
労
働

組
合
、
又
は
労
働
者
の
過

半
数
を
代
表
す
る
者
と
の

協
定
で
賃
金
や
処
遇
な
ど

を
決
め
る
事
。



　　　　　　　　　　　　歳入 　　　　　　　　　　　　　歳出
税収入 ６２兆４，９５０億円（６１．５％） 社会保障 ３４兆５８３億円（３３．５％）
　　所得税 １９兆９，３４０億円（１９．６％） 公共事業 ６兆９，０９９億円（６．８％）
　　法人税 １２兆８，５８０億円（１２．６％） 文教科学振興 ５兆６，０２５億円（５．５％）
　　消費税 １９兆３，９２０億円（１９．１％） 軍事費 ５兆２，５７４億円（５．１％）
　　その他 １０兆３，１１０億円（１０．１％） その他 １０兆１，３４９０億円（９．９％）
税外収入 　６兆３，０１６億円（６．２％） 地方交付税交付金 １５兆９，８５０億円（１５．７％）
国債発行 ３２兆６，６０５億円（３２．１％） 国債費 ２３兆５，０８２億円（２３．１％）

　　返済（償還） 　　　１４兆８２億円（１３．８％）
　　　利払い 　　９兆５，０００億円（９．３％）

　　合計 １０１兆４,５７１億円（１００％） 　　　合計 １０１兆４，５７１億円（１００％）

時給１２００円で１５日労働の場合の賃金支給額
支給額   １２００円×７．７５時間×１５日＝139,500

控除額(推定）※ 37,450
受け取り額 102,050

※３７，４５０の内訳
地方税 7,200 健保・特定 4,100

健保・基本 4,200 厚生年金 20,000
介護保険 1,500 雇用保険 450

埼玉県・本庄市　生活保護費
　年齢 生活扶助 住宅扶助 生活保護費
２０歳～４０歳 66,840 37,000 103,840
４１歳～５９歳 67,630 37,000 104,630

★ 8時間働けば 誰でも生活できる職場を ★ ２ ０ １ ９ 年 ９ 月 第 ３ ７ ４ 号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
３
６
回

非
正
規
社
員
の
賃
金

低
い
時
給
や

日
給
で
は

生
活
で
き
な
い

消費税３０年で国民一人当たり３００万円の負担

横
浜
市
の

カ
ジ
ノ
誘
致
断
固
反
対

【
東
京
】

横
浜
市
長
が
Ｉ
Ｒ
（
カ

ジ
ノ
）
誘
致
を
正
式
に
表

明
し
ま
し
た
。
一
昨
年
の

市
長
選
で
は
白
紙
と
公
約

し
、
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
も
実
施
し
な
い
ま
ま
で

の
表
明
で
あ
り
市
民
を
裏

切
る
行
為
そ
の
も
の
で
す
。

税
収
増
を
理
由
に
し
て

い
ま
す
が
、
一
部
の
人
の

儲
け
の
た
め
、
横
浜
を
外

資
に
売
り
飛
ば
す
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
カ
ジ

ノ
予
定
地
は
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
や
山
下
公
園
な
ど
世
界

的
な
観
光
地
の
近
く
で
あ

り
、
カ
ジ
ノ
誘
致
で
景
観

を
損
ね
治
安
が
悪
化
す
る

こ
と
は
必
至
で
す
。
い
ま

横
浜
に
必
要
な
の
は
軽
視

さ
れ
続
け
て
き
た
生
活
関

連
の
公
共
投
資
や
福
祉
政

策
の
強
化
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

｢

交
通
安
全
講
習
会｣

に

時
間
外
手
当
が
支
給

【
埼
玉
・
本
庄
】

６
月
に
行
わ
れ
た｢

交
通

安
全
講
習
会
」
は
業
務
の

一
環
と
し
て
、
時
間
外
手

当(

３
０
分)

が
、
８
月
の

給
料
で
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

契
約
社
員
・
派
遣
社
員
を

問
わ
ず
支
払
わ
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
株
主

総
会
で
、
当
会
（
沖
電
気

の
職
場
を
明
る
く
す
る
会
）

が
「
受
講
す
る
こ
と
が
車

通
勤
の
条
件
で
あ
る
こ
と

や
、
労
働
基
準
監
督
署
の

見
解
（
業
務
の
一
環
と
み

な
さ
れ
、
昼
休
み
行
う
こ

と
も
問
題
）
を
示
し
、
時

間
外
手
当
を
遡
及
し
て
支

給
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
今

後
も
時
間
外
で
行
う
場
合

は
手
当
を
支
給
す
る
か
、

時
間
内
に
実
施
を
す
べ
き
」

と
質
問
。
こ
れ
に
対
し
会

社
は｢

定
時
内
で
実
施
す
る
。

時
間
外
で
実
施
す
る
と
き

は
、
時
間
外
手
当
を
支
給

す
る｣

と
回
答
を
し
て
い
ま

し
た
。｢

今
ま
で
支
払
わ
れ

て
い
な
い
の
が
不
思
議
」

と
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

派
遣
・
ア
ル
バ
イ
ト
に

も
入
門
パ
ス
カ
ー
ド
を

【
群
馬
・
富
岡
】

派
遣
社
員
・
パ
ー
ト
は

入
門
時
パ
ス
カ
ー
ド
が
な

い
た
め
、
門
を
開
放
し
た

時
間
し
か
入
れ
ま
せ
ん
。

出
勤
時
な
ど
８
時
前
に
来

て
も
待
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
又
、
派
遣
社
員
・
パ
ー

ト
が
停
め
て
い
る
第
五
駐

車
場
か
ら
は
、
西
門
が
一

番
近
く
に
な
り
ま
す
。
昼

休
み
に
駐
車
場
に
行
く
と

か
休
日
出
勤
の
時
も
、
西

門
か
ら
入
れ
ず
正
門
か
北

門
に
遠
回
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
働
き
に
来
て
い
る
の
に

近
い
門
か
ら
入
れ
な
い
な

ん
て
問
題
だ
。
」
「
早
く

来
て
も
待
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ん
て
ナ
ン

セ
ン
ス
」
な
ど
の
声
が
出

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
門
の
開

錠
出
来
る
カ
ー
ド
に
す
る

か
、
北
門
の
よ
う
に
イ
ン

タ
ー
ホ
ー
ン
を
付
け
て
入

場
で
き
る
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

団
体
交
渉
を
通
じ
て

問
題
解
決

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

労
働
者
が
、
当
ユ
ニ
オ

ン
に
相
談
に
来
て
団
体
交

渉
を
通
じ
て
問
題
解
決
を

図
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、

東
芝
、
日
立
、
ル
ネ
サ
ス

な
ど
電
機
大
手
や
関
連
企

業
の
正
規
、
非
正
規
、
管

理
職
等
の
労
働
者
で
す
。

解
雇
、
退
職
強
要
、
春
闘

要
求
、
処
遇
改
善
、
無
期

転
換
ル
ー
ル
の
履
行
な
ど

様
々
で
す
が
、
私
た
ち
は
、

企
業
に
国
際
労
働
基
準
を

遵
守
さ
せ
人
権
と
産
業
の

発
展
を
基
本
に
運
動
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を

聞
く
た
め
に
春
闘
や
リ
ス

ト
ラ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

累
計
の
消
費
税
収
は
４
０
０
兆
円
。
そ

の
一
方
で
法
人
税
は
約
３
０
０
兆
円
の
減

収
。
そ
の
結
果
、
法
人
３
税
（
国
税
の
法

人
税
、
地
方
税
の
法
人
住
民
税
、
法
人
事

業
税
）
の
合
計
が
消
費
税
収
入
を
上
回
る

規
模
で
減
少
。
消
費
は
低
迷
し
て
財
政
も

社
会
保
障
も
悪
化
し
て
い
る
。

消費税 ３％ ５％ ８％ （予算）

消
費
税
は

雇
用
の
不
安
定
化
も
進
め
ま
す

消
費
税
額
は
（
課
税
売
上−

課
税
仕

入
）
×
消
費
税
率
で
決
ま
り
ま
す
が
、

派
遣
事
業
・
外
部
請
負
、
子
会
社
な

ど
の
正
規
雇
用
以
外
の
労
働
者
は

「
外
注
費
」
（
モ
ノ
扱
い
）
で
課
税

仕
入
と
な
り
ま
す
。
正
規
か
ら
非
正

規
へ
の
切
換
え
が
進
む
誘
因
に
な
り
、

リ
ス
ト
ラ
を
税
制
面
で
支
え
て
い
る
。

「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や

す
い
国
」
の
施
策
か
ら
の
転
換
を

日
本
の
大
企
業
や
富
裕
層
は
手
厚

い
優
遇
を
税
制
面
で
も
受
け
、
憲
法

に
も
と
づ
く
応
能
負
担
原
則
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
昨
年

か
ら
燃
料
税
引
き
上
げ
の
個
別
消
費

税
に
反
対
す
る
「
黄
色
い
ベ
ス
ト
」

運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
が
、
日
本
で

も
国
民
主
権
、
民
意
に
基
づ
い
た

「
納
税
制
度
」
に
変
え
る
運
動
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。
１
０
月
予
定
の
消
費
税

増
税
は
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
消
費
税
が
法
人
税
減
収
の
穴

埋
め
を
し
て
、
基
幹
税
に

時
給
１
２
０
０
円
で
１
５
日
労
働

で
は
生
活
保
護
費
以
下
の
賃
金

月
給
制
の
正
社
員
は
、
５
月
の
大
型
連

休
で
も
賃
金
ダ
ウ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
時
給
や
日
給
で
働
く
社
員
は
労
働

日
数
が
１
５
日
程
度
に
な
り
賃
金
が
激
減

し
ま
し
た
。
沖
電
気
の
本
庄
工
場
で
働
く

社
員
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
（
上
の
表
）

時
給
１
２
０
０
円
で
１
５
日
労
働
で
は

手
取
り
が
１
０
万
円
程
度
で
、
本
庄
市
の

生
活
保
護
費
を
下
回
る
事
態
が
生
じ
ま
し

た
。
（
控
除
額
は
推
定
）

日
本
国
憲
法
２
５
条
で

保
障
し
て
い
る
賃
金
と
は

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
賃
金
の
生
活
」

に
は
、
健
康
な
生
活
、
文
化
的
な
生
活
、

最
低
限
の
生
活
と
い
う
３
つ
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
生
存
権
を
脅
か
す
低
賃
金

で
働
く
社
員
を
な
く
す
た
め
に
、
全
国
一

律
の
最
低
賃
金
（
時
給
で
は
１
５
０
０
円)

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
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